
　

明けましてお目出とうございます。

連盟発足（平成10年）以来15周年目を迎え、新たな気持ちで
再出発いたしましょう！
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NPO法人全日本シニアアンサンブル連盟 機関紙

　昨年はアメリカではオバマが辛うじて二期目の大統領を保持したが、中国や
韓国でもトップ交代があり、日本も12月に総選挙が行われ、3年半足らずで
再び自民党政権になりましたが、日本国の経済・財政の建て直しや外交・安全・
防衛の対策等問題山積と言った状況です。
　昨年は連盟の大会の無い年でしたが、傘下楽団におかれては、定演などが活
発に行われ、市川、市原、横浜、船橋、横須賀などの個性ある演奏会を拝聴し、
大変意を強くしました。　
昨年連盟が提案したオーケストラ・クリニックは、連盟の存在感や会員皆様

に参加のメリットを感じて頂く為めの企画です。引き続き検討して参ります。
今年も又、連盟に新たな会員（楽団）が数箇所で誕生する気運にあることは、

誠に喜ばしいことで、千葉県の東部や、特に茨城県まで足を運ばれて、友好楽団
の誕生に奮闘されている岡村副理事長には、本当に頭が下がります。
　また連盟のイニシアチヴで日中音楽交流プロジェクトを推進しています。昨年
の尖閣問題で一時進行が止まっておりますが、辛抱強くその実現を目指してゆき
たいと考えます。
　傘下団体の皆様！今年は、連盟誕生から丁度15周年目を迎えての記念すべき
第12回大会が、宇都宮市で開催されます。
因みに、宇都宮では平成16年第5回大会で大成功を収めた、経験豊富な宇都宮シ
ルバーアンサンブル楽団の皆さんが、再度ホスト役を勤めて頂きますので、奮っ
て大会にご参加下さるようご協力をお願いし、新年のご挨拶とします。
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　 そして喉頭の素晴らしい構造を知り驚嘆しました。また声帯は主
要部を声帯筋が占め、縁辺部は声帯靭帯で構成されていることを知
りました。
　 しかし上記の経験から、テキストの記述内容に納得できない所が
あり、原書に当たってみると、フースラーを紹介した須永義雄先生が
主要なところを自己流に解釈しており、ファルセットが発声の出発点
であるという最重要な視点が不明になっていることが分かりました
（SINGING：THE PHYSICAL NATURE OF THE VOCAL ORGAN　
by FREDERICK HUSLER）。
　原書を読んで、私なりにフースラーの考えが理解できましたので、
「それは裏声だった―発声のメカニズムに関する考察－」という

タイトルで千部ほど自費出版し、各方面に配りました。私の最初の
出版物でした。
東京へ出て3年目の1月のことで、一つの仕事をしたという実感が

ありました。裏表紙には「この小論を長年の病苦に堪えた母の霊に
捧げる」と記しました。母は、私の出産後に体調を崩し、最後の数
年間は寝たきりになっていました。東京へ出てこのような仕事が出
来たことを報告したかったのですが、母は前年の暮れに他界し、そ
れは叶いませんでした。私が東京へ出ることを告げた時の淋しそう
な眼差しが脳裏に焼き付いています。
　 冊子を郵送してすぐ日本声楽発声学会理事の石塚靖先生から電話
があり、「発声開眼である」と言って下さいました。声を発声器官
の筋電図で研究していた久留米大学の平野実先生からは長文のお返
事を頂き、「大変美しい結論です」とのお言葉を頂き、先生の書か
れた貴重な論文を送って下さいました。また、当時の東京都音楽研
究員仲間の平野元清先生は、「29ページの冊子に込められた科学的
研究姿勢に畏敬の念を抱くものである」と専門誌に紹介して下さ
り、大学の先輩の木村喜久三先生からは、「これで発声のモヤモヤ
が消えた」とのお便りを頂きましたが、同期のテノールのA君には理
解してもらえませんでした。定説が根本から間違っているという考え
ですから致し方ありません。慶応大学講師の石井末之助先生は、
「切込みが凄い」と言っておられました。音楽之友社の「音楽教
育」にも投稿させて頂き、大きな反響がありました。日本声楽発声
学会でも、「声区とアンザッツの解釈を巡って」というタイトルで発
表させて頂きました。
高音は、「ファルセット」「支えのあるファルセット」「純粋の

頭声」「充実した頭声」の段階を経て訓練すべきであり、これらの
声は全て裏声である趣旨を発表し納得して頂きました。須永先生も
その場におられましたが、何も言われず、その後、自らが中心となっ
て設立したこの学会を退会されてしまいました。
小学校歌唱指導の大先輩である伊藤雅子先生から丁重なお便りを

頂き、「九州からいらした方が、わざわざ来た甲斐があったと申して
おられました」とのことでした。学会理事の宮原卓也先生は、「颯
田先生があなたの考えと同じです」と申され、文献を調べようと思
い、石井先生の紹介で慶応大学医学部へ行きましたが、「医者でな
い方は利用できません」と断られ、当たって砕けろの精神で東大医
学部へ電話すると、「所属長の依頼があればよろしいです」とのこ
と。早速、橋本重紀校長先生に依頼文を書いて頂き、夏休みに10日
間ほど東大医学部付属図書館で文献研究をしました。そして昭和8年
の「大日本耳鼻」に、颯田先生の次のような論文を見つけて愕然と
しました。
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　私と音楽との本格的な拘わりは大学に入ってからです。
　大学は北海道学芸大学（今の教育大学）函館分校小学課程で、音
楽が何となく好きだったので音楽研究室に所属させて頂きました
が、音域が狭くて高音を出せない、楽譜は全く読めない、指もさっ
ぱり動かない状態でのスタートでした。指が動かないのでハノン
（指を訓練するための練習曲）ばかり弾いていたので「ハノン男」
というあだ名を頂戴しました。その後、ベートーヴェンのピアノソ
ナタやモートツアルトのレクイエムの素晴らしさを知り、音楽の世
界にのめり込んで行きました。
　大学卒業後、函館市内の新設校である深堀中学校に赴任し合唱と
名曲鑑賞を中心に指導しましたが、赴任3年目の文化祭で演奏した
ヘンデルの「ハレルヤコーラス」を、当時の藤川光夫校長先生の勧
めで卒業式にも演奏しました。８クラス300人の演奏は結構迫力が
あり、北海道新聞でも紹介されました。しかし、深堀中の生徒の多
くが進学している北高で音楽を指導していた寺中哲二先生（大学の
先輩）に、「あなたの学校の卒業生は高音が詰まっている」と言わ
れましたが、その時は、その意味が分かりませんでした。
　7年後に札幌に転勤し、友人の紹介でボイストレーナーの青木先
生の指導を受けました。「何か歌って御覧」と言うので歌を歌いだ
すと、先生は急にゲラゲラ笑いだしてしまいました。そして、「あ
なた、テナーでしょう。テナーの声はこうなのよ、ホホホホ‥‥」
と軽い声を出されましたが、後に、その声は裏声であることが分か
りました。
札幌での赴任先は小学校で、学級担任を受け持ったため全教科

を指導しなければならず、教材研究に時間を取られて音楽を楽しむ
ゆとりがありませんでした。3年後に意を決して音楽専科を採用し
ている東京の教員採用試験を受け、北海道は在職10年で退職し東
京に出てきました。私は音楽一本に絞った指導をしたかったので
す。36歳の時です。
　東京に出てからも青木先生に教えて頂いた声の練習を続けました
が、初めは喉の詰まったか細い声で歌声としては使い物になりませ
んでしたので、この声で本を読む練習を始めました。１年程すると
軽く伸びのある高音を出せるようになり、声帯が2通りに振動して
いることが自分の身体ではっきりと分かりました。
2年目の夏、郷里へ帰りこの練習をしていると姪たちが面白

がって真似をしましたが、その声は驚くほど美しい声で、正に頭声
そのものでした。その秋、甥の吉田明彦君の結婚式がありました。
それまで私は、何冊もの発声指導書を読み10年以上も必死に発声
練習を続けましたが美しい高音は獲得できませんでしたが、甥は発
声指導など全く受けていないのに幅広い音域の豊かな美しい声で自
在に歌を歌っていました。そして自分の結婚式で歌を歌いますと、
叔父が、「明ちゃんの裏声いいもなあ」と言いました。私は目から
鱗が落ちました。甥の伸びのある軽い高音や、私が青木先生に教
わった高音は裏声だったのです。
　それまで洋楽仲間では、男声の軽く伸びのある高音は頭声（とう
せい、Head Voice＝頭部によく共鳴した声）と考えていました
が、頭声という専門用語を知らない普通の日本人はその声を裏声と
言っていたのです。洋楽の発声理論では、一般的に裏声はファル
セットと同義語と考え、本格的発声では使い物にならない声である
というのが定説でした。本来鍛えなければならない声を使い物にな
らない声であると考えていたのです。
　これを契機に、多くの人の声や発声指導書、共鳴に関する文献を
調べ、「地声と裏声が声区である、共鳴とは無関係」という内容を
プリントして墨田区の音楽専科の方々に配りました。
先生方は、「学界に定説が無いものを小学校の音楽専科が論じたっ
て‥」と相手にしてくれませんでしたが、このプリントが縁でファ
ルセットが発声の出発点であるというフースラ－の発声理論を研究
している日本声楽発声学会のテキストを入手しました。

続く▶
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♬　楽団紹介　♬

全国シニアアンサンブルの皆様
新年あけましておめでとうございます　　習志野ＳＥでございます
本年もよろしくお願い申し上げます。
習志野ＳＥは、人数もパートもまだまだ少ないヨチヨチ歩きの満１歳になる若輩者です。
現在、鍵盤はＫＢ、Ｐ、Ｇ各１、管はＣＬ３、ＦＬ５、ＳＡＸ１，弦はＶｎ６、Ｖｌａ１，
Ｃｅｌ４の編成で、まずは合奏を楽しむのが第１という方針で進んでいます。
幸いなことは、指揮の澤田先生がイベントのたびに、すぐ編曲してくださり、大変助かっています。
更に、ボランティアセンターや各種イベントからの演奏依頼が多く、９月以降毎月１回、１２月、１月は各
２回、２月は１回予定が入っています。と言いましても、我々の演奏は未熟でもっともっと精進しなければ、
人様に聴いていただくには、恥ずかしく申し訳ないと思っています。
施設では我々とそう年も変わらないお年寄りの方々に、演奏をするたび、喜ばれてはいるのですが、正直穴
があったら入りたい気持ちです。
　先輩諸兄姉のアンサンブルはいずれも何か特色があり、例えば低音やリズムに強いとか、管楽器が美しい
など、多々素晴らしい点が見受けられますが、習志野も何か特色が出せればいいなと思っています。今後の課
題としては第１に団員をもう少し増やし、パートを充実させる。第２にメインやサブメインになるようなオリ
ジナル曲をもう少し増やす。
その後、立ち上げ「コンサート」をそろそろ検討したいと思っていますので、皆さま方のご指導ご協力の
程、何卒よろしくお願い申し上げます。

習志野シニアアンサンブル　　代表　　月岡　喜久雄

習志野シニアアンサンブル
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　Beautiful dreamer, wake unto me,...
　Starlight and dewdrops are waiting for thee;...
　Sounds of the rude world, heard in the day,...
　Lull'd by the moonlight have all pass'd away!...
　Beautiful dreamer, queen of my song,...
　List while I woo thee with soft melody;...
　Gone are the cares of life's busy throng,...
　Beautiful dreamer, awake unto me!...
　Beautiful dreamer, awake unto me!...

　Beautiful dreamer, out on the sea,...
　Mermaids are chanting the wild lorelie;...
　Over the streamlet vapors are borne,...
　Waiting to fade at the bright coming morn....
　Beautiful dreamer, beam on my heart,...
　E'en as the morn on the streamlet and sea;...
　Then will all clouds of sorrow depart,...
　Beautiful dreamer, awake unto me!...
　Beautiful dreamer, awake unto me!...

Beautiful Dreamer.
Stephen Collins Foster
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特定非営利活動法人　全日本シニアアンサンブル連盟
    平成２４年度　第３回理事会議事録

１　日　時　平成２４年１１月２５日（日）１３：３０～１６：３０
２　場　所　東京都港区新橋５－５－１　ＩＭＣビル会議室
３　参加者　芹澤昭仁 理事長　　鈴木基司 副理事長　　高橋昭五 副理事長
　　　　　　萩原充行 副理事長　　林 将人 理事　　清水玲子 監事　　上原成介 監事　７名　　　　　　　　　　　　　
　　委任状　岡村斎能 副理事長　　尼子和世 理事　　佐野敬次 理事　　堤 通能 理事　　穴倉和夫 理事
　　　　　　濵田文宏 理事　６名
　　
４　議長及び議事録署名人の選出

司会・進行役　事務局　戸田武夫より、議長に理事長　芹澤昭仁
議事録署名人には清水玲子、上原成介両監事を選出したいとの提案があり、
全員異議なく承認、当人もこれを承諾し直ちに議事に入った。

５　審議事項
第１号議案　平成２４年度事業方針の件

Ａ　日フィル指導者による　オーケストラの公開レッスンと合奏
Ｂ　中国での国際親善としての演奏旅行

第２号議案　第１２回全国大会（宇都宮）進捗状況の件
第３号議案　平成２４年度総会の件
第４号議案　『ひびきあい』第５３号の編集に関する件
第５号議案　その他　情報交換（五色桜の会・各団の行事等）

6　議事経過の概要と決議の結果
第１号議案　

A案　日フィル指導者による　オーケストラの公開レッスンと合奏の件
担当の林理事遅参のため本議案は理事到着次第討議することとした。　　　　　　

Ｂ案　中国演奏旅行に関する件
芹澤：　　　　日中文化交流協会を通じて、天津市人民対外友好協会の紹介で天津東方老年大学より受け入れ
　　　　　　  の回答あったが、日中国交関係が緊迫化したため、１０月末に高橋、萩原両副理事長を下見調
                    査に派遣予定の処、先方より訪中は暫く待って欲しいとの申し出あり。事情やむを得ないので様
                     子見の状態である。１１月末には交流協会を通じて再プッシュする予定である。
高橋：　　　 ２５年６月実施するとなると、参加者募集、曲目決定、編曲、指揮者等２５/２までには決める
                   必要あり。
萩原：　　　１１月末の再プッシュの結果をみてから、検討したい。
高橋：　　   足立では、参加希望者は少ない。それにキーボードが問題である。先方が日本へ来てくれれば、
                  全国大会への客演という対応もある。
鈴木：　　   本計画が中止となっても、連盟参加の皆さんには理解され、異議のないところであるから一旦白
                  紙に戻したら如何かと思う。
萩原：　　　台湾・韓国は話を進めやすい。
芹澤：　　　種々ご意見あるところですが、１１月末の再プッシュの結果をみて皆様にお計りしたい。

ここで林理事も着席されたので議案Ａ日本フィル指導者によるオーケストラ公開レッスンと合奏の件
林：　　　　計画の概要
               開催日：平成２５年４月１６日（火）　ＡＭ１０：００～ＰＭ６：００
               会場：杉並公会堂グランサロン　
               指導指揮：山下進三（日本フィルハーモニーＯＢ・ビオラ奏者　）曲目：クラシカルなもの　
               人数：５０名　会費：２,０００円
               楽器編成：弦楽器・木管楽器
               レッスン時間：３時間のあと合同演奏と懇親会（指導・指揮者を交えて）
萩原：　　受講生募集のセールスポイントは何か？
林：　　   他楽団員との交流、合奏の楽しさ、普段とちがう指揮者による音楽の作り方、表現方法等の経験が
                できること。
萩原：　　「楽しさ」ですね。
林：　　　早急に曲目を決め、募集をかけたい。会費は参加者の数により上下する。
芹澤：　  この企画は連盟はじめてのものにつき、兎に角一度やって実績をつくりたい。各団代表は是非自ら参
               加すると共に団員に参加を呼びかけて欲しい。
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第２号議案　全シ連創立１５周年記念第１２回全国大会（宇都宮）進捗状況の件。
　　　　　　鈴木：全国大会に向け諸準備として、公演申請と公演手続は完了。
　　　　　　確認事項として、連盟事務局と実行楽団（宇都宮）の役割分担の明確化

イ：開催通知文書の発送・参加呼びかけと取り纏め
ロ：ステージの配分
ハ：経理・会計など

萩原：　　　千葉大会は全て千葉県連の中で実行委員会を立ち上げて自己完結した。
高橋：　　　従来から、一楽団では限度があるので、イは事務局が担当、ロは双方が連絡を密にして立案、ハは大会に
                  関しては主宰楽団が担当とした。
芹澤：　　　同一指揮者による楽団は極力合同演奏による演奏時間の捻出にも配慮を頂きたい。
鈴木：　　　事務局並びに加盟楽団の協力を要請する。
芹澤：　　　本大会の開催費用の一部として、芸術文化振興基金へ助成金を申請した。
                  別紙交付要望書（写）の通り３８万円申請。審査を待っている状態である。
萩原：        前回の千葉大会でも申請したが受けられなかった。今回創立１５周年という「周年事業」が審査側にア
                 ピールするのではないか。
                 又、日本財団へのアプローチもすべきである。文化庁の支援は一回毎に対して、日本財団の方は継続的な
                 支援体制になっている模様。
芹澤：　　  丸林先生からのご助言もあり、早急に着手したい。

第３号議案　平成２４年度総会について
芹澤：　　従来総会は、４月或いは５月に開催してきたが、東京都の所管部署並びに法務局から「事業年度終了日か

ら３ヶ月以内に決算・監査承認を経て総会を開催すべきである」との指摘を受けた。この指摘に基づ
き、

                開催日：平成２５年３月２０日（水・祝）
                会場：調布市民文化会館「たづくり」１０階１００２号学習室
                議題：理事の補充、２５年度の事業計画、同予算の策定等
             となるが、明年２月開催予定の第１回理事会にて討議、検討して上程する。今日ご出席の皆さんはこの日

程を踏まえて、今後の予定を立てられたい。

第４号議案　『ひびきあい』第５３号の編集に関する件
芹澤：　　　長年事務局長として「ひびきあい」の編集に携わって来られた高橋副理事長にご自身の「音楽と私」寄稿

を１２月１５日を目処にお願いしたい。
                    高橋副理事長これを了承した。

第５号議案　その他　情報交換
萩原：　　　ホームページを開設したが活発な活用がなされていない。今日欠席の濵田理事（ＨＰメンテ）も落胆して
                  いる。どしどし情報を送って欲しい。但し、必ず電子データで願いたい。
芹澤：　　　自楽団の演奏予定、演奏結果報告その他情報発信をお願いする。

賛助会員の丸林三千代さまの処遇について検討の結果
定款にも定めがある「顧問」として連盟をみていただくこととし、明年の総会にかけることに決定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文中　敬称　役職　略)　　

平成２４年１１月２５日
特定非営利活動法人　全日本シニアアンサンブル連盟

平成２４年度第３回理事会に於いて

議　　　長　　　芹　澤　昭　仁
　　

議事録署名人　　清　水　玲　子
　

議事録署名人　　上　原　成　介
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【 個人】　1口　５０００円　　                  　　【 団体】　1口　１００００円

　　　　　　　平成２４年度賛助会員（敬称略）　　            　　平成24年12月現在
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参加団体一覧表（敬称略）　　            　　平成24年12月現在
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● 次回理事会のお知らせ：2月17日（日）13:00～ 新橋IMCビル 会議室
● 第16回定期総会のお知らせ：3月20日（水・春分の日）13:00～ 調布市民文化会館"たづくり"学習室

丸林実千代（2口） (有)星ハウジング（2口）

芹澤昭仁　（3口）

清水玲子　（1口）

尼子和世　（8口）

ご支援ありがとうござ いました。今年も皆様のご協力をお願いいたします。


